








































行商人の「精神の基盤は築かれた」（‘thefoundations of his mind were laid') 
（「行商人J26行）と書いている点である。
『序曲』の最終巻には，つぎのように想像力と「知的な愛J('intellectual 














































































ワス全集・詩』 2巻 259-63頁） (.I) では妹ドロシーに呼びかけて，「あなたの
精神はすべての美しい形象の館となろうJ('thy mind I Shall be a mansion 















































































の詩行を一篇の詩として 1809年 12月28日の『友』 （1恥 Friend）に，「少年
時代や青年初期の想像力に対する，自然物の影響による才能の成長」
（“Growth of Genius from the Influence of the Natural Objects, on the 





('The passions that build up our human soul’）（『序曲』 l巻434行）という言






権である，幼児の感覚力J('the infant sensibility, I Great birthright of our 





























































「霊魂不滅の賦」（“ImmortalityOde") （『全集・詩』 4巻 279-85頁）では，























「あの石塀の荒涼たる調べ」（‘thebleak music of that old stone wall') (11巻
378行）という言葉は，彼がその後，黙示録的想像力によって嵐の音を「人













頃の無邪気な信条」（‘thesimple creed I Of Childhood') (137-38行）から成
人の「死を通してみる信仰」（‘thefaith that looks through death’） (186行）
への展開である。
コウルリツジは『文学的自叙伝』 （BiographiaLiteraria, 1817）の第 14章の
冒頭（2巻 5頁） (5）で，ワーズワスと隣人となった時分に，彼らが詩の主要
点についてしばしば1論じ合ったことを次のように回想している。





























































































































































































































































































は『序曲』 13巻で人間の精神は「大地よりも一万倍も美しく」（＇ Athousand 
times more beautiful than the earth') (447行），「質も構造もさらに神聖な」
（‘Of substance and o.f fabric more divine’） (452行）ものと語っている。ここ
にも彼の人間精神の偉大さに対する強い信念が表されている。「大地」は
「事物の骨組み」（‘thisframe of things’） (448行）を表象しており，人聞はこ
の中で一生を送ることを運命づけられている。「大地」の「事物の骨組み」
は永続的であり，「人間の希望や恐怖がどのように変転しても，つねに不変
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